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Case 36-2006: A 35-year-old Pregnant Woman with New Hypertension(Volume 355; 21) 
妊娠中新たに高血圧をきたした 35 歳女性 
【主訴】高血圧と糖尿病 
【現病歴】妊娠前月経は整。入院３週間前血圧 150/100mmHg。身体所見は異常なし。尿

定性で glucose(4+)。ラボテスト結果は table１。翌日血圧は 180/100mmHg。50ｇＯＧＴ

Ｔ１時間値は 346mg/dl。Labetalol, glyburide とカリウム剤投与が開始された。３週間後

labetalol の増量にも拘らず、血圧は 180/110mmHg 内で推移し、空腹時血糖値は

140-180mg/dl の間で推移したため妊娠 19 週 6 日入院。妊娠中体重 6.8kg 増。多尿、多渇

症、顔面肥満が近頃ある。顔色は慢性的に赤い。 
【妊娠出産歴】G2P1 
【生活歴】飲酒なし。喫煙なし。麻薬なし。 
【家族歴】母と母方の祖母にⅡ型糖尿病。多くの家族に高血圧あり。 
【身体所見】ＢＭＩ28。血圧 180/100mmHg。脈拍 88/min.顔はやや丸くなり、眼瞼周囲に

浮腫あり。外眼運動正常。視野欠損なし。甲状腺に腫大・結節なし。 
【入院後経過】labetalol を増量。Nifedipine, insulin が加えられた。血糖と血圧が共に低

下。ラボテスト結果は table２。入院３日目に退院。１週間後神経内分泌医を受診し、尿

cortisol 測定で 1865μg/24hr を示した。 
ある診断的検査が行われた。 

 


